
（別紙３）

○事業所名 　KID ACADEMY PURE つるせ校

○保護者評価実施期間 2024 年 11 月 22 日 ～ 2024 年 12 月 2 日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 24 （回答者数） 14

○従業者評価実施期間 2024 年 12 月 2 日 ～ 2024 年 12 月 6 日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 6 （回答者数） 6

○事業者向け自己評価表作成日 2024 年 12 月 7 日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 支援プログラムが充実していること。

集団活動と個別活動、将来を見据えたサポートなど、様々
な支援プログラムを提供しています。
個々の成長段階や課題に応じた支援を提供し、振り返りを
必ず行い支援内容や提供方法を考察し、より良い支援の
提供を心掛けています。

継続して行うことで身に付くことは継続して提供し、新しい
プログラムも取り入れることも重要と考えています。研修
の他、情報や知識を取り入れる努力をしてきたいです。

2 子ども達の未来のために、職員全員共通認識を持ち、協
力し合い支援していること。

子ども一人一人を捉え、成長や発達段階・特性・性格など
話し合いや意見を出し合い、コミュニケーションを大切に共
通の認識を持って支援しています。チームでの支援を大切
にしています。

職員全員での校MTGの他、適宜話し合いの場を持つよう
にしているため、話し合いの時間を大切にしていきます。

3 安心安全で居心地の良い場となっていること。

・安全を第一に支援や環境設定に配慮しています。
・子どもたちが通所を楽しみに、保護者が安心して送り出
せる場となるよう、気持ちに寄り添い
支援しています。

・安全への意識を持ち続け、支援のスキルアップを心掛
けていきます。
・離職率が低く、長期的に保護者との関わりが持てること
で信頼に繋がっているため、風通しの良い環境をつくる努
力をしていきます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 地域との繋がりが弱いこと。 コロナの影響で感染防止を優先しており、積極的に動くこ
とができていなかった。

事業所周辺を散歩したり公園で遊んだり、買い物をしたり
と子ども達を知ってもらう機会は作っています。イベントの
開催や季節の行事（ハロウィンなど）で地域の方々と直接
関わる機会を作りたいと考えています。

2 卒業後の進路先がないこと。

卒業後の成人の施設に限りがあり、保護者からは就労や
生活介護施設を望む声が多く寄せられています。近隣の
放デイでは就労事業所をつくることで利用者の獲得に繋
がっています。

法人内の他エリアの就労事業所を参考にして、埼玉エリ
アでも展開できるような取り組みを行っていきたいと考え
ています。
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